
「堂々川；人も自然も生きている」 
２０２１（令和３）年９月２8 日 堂々川ホタル同好会情報紙 ２０２１年度第５号（創刊 201 号） 

１．９月１２日、９月定例会に会員 1７人が参加。彼岸花植栽地の草刈りや数日前からの 

一人作業をして貰った草を道路際まで運ぶ。又、ごみもかなりの量！彼岸花の花色を

看板に掲げる為に、5番川原の寒水寺さん参道出口に設置した花色看板には既に２４

色迄増加。堂々公園内の草刈りを福山市さんが実施。翌日には猪が彼岸花植栽地を掘

り起こしてくれた。対策のピンクリボンを設置する案を公園緑地課殿と相談し進めた。 

２．今年の彼岸花開花は昨年より 10 日程早かった。新聞５社が掲載、テレビ３社も放映 

３．堂々川の彼岸花紹介は市の幹部の方にも説明して貰えた。又コンベンション協会殿   

  から写真の提供依頼もあり市の認知度も大幅に上がった。 

４．神辺町観光協会主催の史跡巡りが 10 月 1 日に堂々公園で実施されるが枯れ花で残念 

５．来訪観光客 9月 20 日・750 人、23 日・1000 人、24 日・550 人と多く期間中 4100 人 

     ６．目で見る事例  （感謝！・これだけのお客様でもごみの量は非常に少なかつた） 
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  1 番砂留付近に集合 17 人      猪防御のピンクリボン設置        多くの来訪者 

 

 

 

 

 

 

ホームテレビさん撮影中       駐車場入場順番待ちが出た    鳶が迫谷入口で歓声もあがる       

 

 

 

 

 

    

       ４番道沿い斜面        この母と子は花を守る    マナー知らずの婆様（旦那は車の中）          

         

６．次回定例会 集合時間場所  １１月 ２１日（日） ８時３０分～１１時００分             

   作業内容  ごみ拾い・草刈り（1番上流、2，3番河原）と砂留の整備    

                 自然観察（彼岸花観察含む）小鳥の巣箱撤去 

     定例会はどなたでも参加できます。参加者は保険に入る為名簿にお名前を記入して！       

    7.発行責任者   堂々川ホタル同好会 会長 土肥 徳之 

 

 

 

 

 

 

  

 



小説〔堂々川彼岸花物語〕 

  新幹線が止まる駅から北へ２ｋｍ。峠を越えたら広島県で一番広い平野が目の前から展開す

る。峠の向こうに見える山並みは御領山が連なり古の古墳が 820 基も在ったと歴史は綴る。その

先はもう岡山県。御領山の西のはずれを流れる天井川は江戸時代 1673 年、上流の池が決壊し 63

名の人が亡くなった。昭和の 40 年代終わりからこの川の中流域を整備する計画が進められ、堂々

公園が出来、鳶が迫公園や 5番砂留河原も公園化が進むが、バブルがはじけ工事は途中止めで放

置、砂留（砂防堰堤）には草や木が繁茂し、水の落ちる音は聞こえても流れは大雨の時しか見ら

れない。そんな川に 2006 年ホタルを飛ばそうと民生委員の有志が活動を始めた。その年 8 月に

は砂留が登録有形文化財に登録された。不法投棄ワーストの場所に不似合いな文化財・・ 

  ホタルを飛ばすには川の清流は必須条件、でもこの川の谷はあそこからもここからも黒い水が

流れ出ていた。そうです。谷が不法投棄の捨て場所だったのです。家電、車のタイヤ、電線の被

膜、家庭ごみなどを一つひとつ処理し、草や木を刈り、4番砂留河原にはビオトープをつくった。

この活動を当時の湯田小在学の 3家族 6人がレポートにしたのが認められ、環境大臣賞、ホタレ

ンジャー賞を東京の環境省で直接いただいた。 

 しかし、見た目ではごみは少なくなったが、堂々川は相変わらず、家庭ごみの不法投棄が続い

ていた。自転車で登校中の高校生が「うちのお祖母ちゃんは 8時半を過ぎるとごみステーション

に置けないから堂々川へ捨てているよ」！ 多くの小学生や新入会員は「もうやめようや」の弱

音も聞こえたが賞受賞の 6人が「僕たち私たちは続けるよ・頑張ってホタルを飛ばすよ」と言っ

て雨の日の定例会にも参加してくれた。そんなこんなの続く中、事務局長の発案で「綺麗な所に

はごみは捨てない」と、花を植えることを提案、福山市からアジサイ 100 本を貰って植栽したり、

自宅の彼岸花を持参して道路沿いに植え始めた。そんななか彼岸花が堂々川に合い２００８年か

ら５番砂留下の斜面に彼岸花の球根を植えて初めて、本格的に彼岸花を植えることになった。  

                                     次回に続く              

 

 

 

 

 

 

 

 
  彼岸花が咲く堂々公園内小川    彼岸花 花色 24色 9 月 27 日現  日本最古登録有形文化財 1番砂留  

 

私たちは「ホタルと花と砂留と」の活動を通して堂々川を守るボランティアです。  

現在の彼岸花基金の状況を報告します。現在郵便局に 28 万円弱預金しています。 

 

 堂々川彼岸花基金へのご支援情報（郵便預金 2７万円強） 募集中 代表 坂本迄  

下記にお名前を掲載します（順不動、敬称略）次回からも随時掲載します・ 

故高橋 孝一  丸山 孝志  目崎 重幸  故武田 武美  向井 厚志  

諏澤 竹人   渡邉 文夫   小畠 八重   石口 和寛  奥村 共栄     

櫻井 道雄     櫻井 幸子    中山 晋一    乗藤 守    高野 孝行 

          高橋 和子   猪原 和子    諏澤 敏弘   三浦 典子    内田 明博 

坂本 和子    山下しのぶ  桜田 美香  藤井 保夫 匿名希望６名         

   


